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会社紹介 ライオン株式会社

個別：３,１９０名
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会社紹介 ライオン株式会社
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ライオンのパーパス・ビリーフス
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人事制度改革の位置づけ

人事制度改革
一人一人の能力発揮を最大化し、
組織力を向上する

自らの意思と行動で経営ビジョンの実現に向けて活動し、
働きがいをもって、生き生きと働く人・集団

事業成長、生産性の向上LION

個人

組織（風土）

・フルフレックス

・テレワーク

GOAL：Vision2030の実現

・関係性向上プログラム

・1on1

ライオン流働きがい改革（2019～）
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実現するためのWHAT

ありたい自分を描き、自ら成長できる会社にする

挑戦する・自ら取組む

文化を作る

多様な人が活躍できる

ようにする

自己成長・自己実現を

目指しやすくする
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新人材マネジメントシステム 全体像

新人事制度

職務・役割の
見える化

 職務定義書、役割定義書
 お仕事図鑑

人材開発体系

人材の
見える化

 コンピテンシー
 経験
 専門性
 キャリア希望

個の成長による
組織力向上

働きがい
向上

関係性向上プログラム

個人

上長

等級 報酬

評価 キャリア
自律支援

異動 任用

マッチング

キャリア
イメージを描く

自己理解
の促進

個の特長
の蓄積

能力開発

マネジメント
スキル向上

自身の仕事と
経営の紐づけ

タレントマネジメントシステム

キャリア形成支援自律的学習
プラットフォーム

多面行動能力測定

(360度評価）
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コアとなる２つの仕組み

評価報酬

等級

新人事制度 成長支援施策

プロ人材育成
（職群）

キャリア
自律支援

対象：ライオン（株）＋関係会社出向者



３．新人事制度の概要
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人事制度の変更ポイント（HOW）

3

クローズドで
差がつきにくい評価

仕事の成果を

オープン＆公正に

評価する

2

マネジメント力が
評価される

専門性により

大きな仕事を担う人も

評価される

人の能力で等級
（＝報酬）が決まる

担う仕事で等級

（＝報酬）が決まる＆

全社の仕事を公開する

1

プロ人材育成
多彩な能力発揮

自律的成長
生産性向上

自律的活動
挑戦の促進

WHAT
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等級制度

～多様な人材・自律的な人材の活躍を支える分かりやすい等級制度～
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旧人事制度の概要

変化の少ない経営環境では、ライオンの仕事のやり方を確実に遂行できる人材を

多数育成することが必要であり、そのためには合理的な制度でした

マネジメント層

役割等級
（実質は職能）

成長期待層

職能等級

人の能力を格付けし、
報酬と紐付ける仕組み

職
能
（発
揮
能
力
）

年次入社 退職

成長期待層 マネジメント層

仕事 人に仕事を割り振る

会社が時間をかけてライオン流に育てる

問題点：どうすれば成長できるのか分からない／年功的で挑戦しない／同じ人を量産するので多様性は生まれない
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等級制度のポイント

多様な人材・自律的な人材の活躍を支える分かりやすい等級制度
＜実現すること＞

 適材の任用と成果に基づいたフェアな評価・昇降任

 自律的なキャリア形成

 プロフェッショナル人材の採用と育成

職務もしくは役割の大きさによる等級とし、年功的な要素を排除。職務・役割の大きさが変
われば、等級も変わる運用

ポスト毎に職務・職責を定義、もしくは、職群×等級毎に役割を定義することで、自身の仕事
や役割の把握・キャリア形成を容易にする

組織マネジメント力で業績向上に貢献する階層と、高い専門性で業績向上に貢献する層の複
線型階層を設置

・仕事・役割が担えるか否かが任用決定のポイントとする
・担う仕事や役割が変わることで、等級が変わる（上下する）仕組みとする

等級
決定要素

等級定義/
定義書

キャリア

昇降任



マスター タイトルの書式設定

17

Lion Corporation All rights reserved

等級制度の設計ポイント

層 軸 等級 軸

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
層

職
務
型

マネジメント エキスパート

職
務
型

役
割
型

M職

E職

E職

ス
タ
ッ
フ
層

役
割
型

スタッフ層

管
理
職

非
管
理
職

自身の成長による役割拡大で段階

的に昇任出来る

⇒業績・生産性向上につなげる

任用

相当する職務がある程度限定され

るため、職務への任用で等級が決ま

る

職務・役割型の人材マネジメントを活用した等級制度
様々な仕事の経験や異動を通じた能力開発により長期的に
ライオンで活躍していただく人材マネジメントの考え方にあわせた

責任・権限と経営に紐づく業績貢献

の明確化

組織開発・人材育成責任の明示

⇒目指すキャリアを考えやすくする

戦略の実行性を高める

若年者が多いスタッフ層は、役割型等級とすることで

育成目的の担当職務変更や配置換え、本人希望のキャリアチェンジで

等級が上下しないように設計

役割定義書

職務定義書

職務定義書
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職務定義書
ポスト名 ****部長

等級 M*

レポートライン ****本部長

主なミッション・責任領域 指揮する事業・組織範囲、策定すべき戦略・計画
レベル、業績結果責任を負う範囲

決定権限 ポストの職務遂行のために権限委譲され、意思決
定すべき事項

中期経営計画達成に
向けた職務 中期経営計画において注力すべき課題

求められる成果と指標 ポストに求められる重要業績指標

基
本
職
務

戦略・企画・
計画策定

***************

実行・推進 ***************

人材育成・
組織風土醸成

***************

連携 ***************

サステナビリティ・
その他

***************

管理スパン ポストの配下組織の全要員数と売上規模

関係先（社内） 関係構築、連携すべき相手

関係先（社外） 関係構築、連携すべき相手

必要な
業務知識/資格

必
要 ****************

推
奨 ****************

必要な職務経験

必
要 ****************

推
奨 ****************

必要な
コンピテンシー

項
目 多面行動能力測定で重視するコンピテンシー

約600ポスト作成
※国内関係会社含む
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Ｅ等級（エキスパート）の決定方法

 全社水準を基に、職群（職種）別の役割定義書を作成。能力開発や職務特性に応じて担う役割をより詳細に明示

 一人ひとりが担う職務を、職群別の役割定義書に照らし合わせて等級を決定

 スタッフ層についても同様

等級 職責水準 専門性 戦略・計画策定 実行・推進
人材育成

・組織風土醸成
・・・

E4

 社外にも認知された高
い専門性を用いて、全社
重要課題の設定・実行・
解決を完遂する責任を
持つ

 ライオンの中長期的な付
加価値創出に貢献する

（定義内容）
備え、活用すべ
き専門性のレベ
ル

（定義内容）
戦略・計画策定
の重要性や影
響範囲のレベル ・・・ ・・・ ・・・

E3 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

E2 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

E1 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

＜役割水準（全社共通版・抜粋）＞
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職務定義書・役割定義書の用途
定義書
全社公開

目標管理・評価

職務・役割に求められる成果責任を現任者が正

しく認識し、適切な水準の目標を設定する。ま

た、評価においても定義書内容に見合った

成果が出せたのかを公正に判断する

任用・採用

定義書に記載される要件を踏まえて任用者の

選定や採用を行う

能力開発
キャリア設計上の目標とする職務や役割

に必要な要件を参照することで、自己啓

発や部下の成長支援に活用する
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報酬制度

～仕事と成果に対応した報酬制度～
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報酬水準の設定方法について

LION 同規模他社の報酬水準

〇〇円

同等の責任・役割の職務を担う人は
いくらの報酬を得ているのか？

〇〇円

・・・
・・・

ライオンにおける各等級の「職務の大きさ（職務サイズ）」と同等の職務に対して、世間ではどの程度
の報酬が支払われているのか（外部報酬水準）を参照し、報酬水準を設定

S4に求められる

責任・役割

M３/E３に求め

られる責任・役割
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報酬設計の考え方

対象 職責 給与の種類 報酬決定の考え方
昇給の考え方
（基本給）

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
層

M等級

（マネジメント）

会社の基幹的な職務・

役割を担い、組織にお

ける付加価値、成果創

出の職責を負う

職務給

職務等級に対する給与

経営目標達成のための会社の
重要な仕事を担うことから、現
在担っているポストもしくは役
割の重要度に基づき等級のみ
で報酬を決定

同一等級同一月額基本給
（昇給無し）

※個人評価は賞与のみに

反映

E等級

（エキスパート）

役割給

役割等級に対する給与

ス
タ
ッ
フ
層

S等級
自身の成長を通じ会社

や所属組織へ貢献する

役割給

役割等級に対する給与

成長を通じた組織貢献を担うこ
とから役割等級と個人評価の累
積で報酬を決定

同一等級でも月額基本給に
レンジ幅あり
（昇給・降給あり）

※個人評価で昇降給
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評価制度

～仕事と成果に対応した、公正でオープンな評価制度～
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評価制度において目指す姿

公正な評価

育成視点での上長-部下コミュニケーションの促進

明確な目標
・達成基準の設定

職務・役割定義書に見合った目標設定

部内での個人目標の共有

業務を通じた成長支援

パーパス、上位目標と紐づく目標設定

達成基準の明確な設定
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旧制度の
評価対象プロセス

結 果

価値観／特性

取組姿勢／意欲

知識・技能／潜在能力

発揮能力

評価対象

成果（結果・プロセス）とし、定義書に定められる役割を果たせたかどうかを評価します。

新制度の
評価対象

※目指す結果に対して
いつまでに何をどこまで
進めるのか
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目標設定のポイント

業績 組織開発

経営戦略・目標

上位目標

組織目標（本部・部）

ストレッチした達成基準
を自ら設定

ビ
リ
ー
フ
ス

個人目標
職務定義書
or

役割定義書
業績 組織開発

達成基準（３水準）
・ストレッチ
・スタンダード
・ミニマムビリーフスに基づく

上長との1on1
によるストレッチ

部下育成、組織力向上をより重視
（管理職は40%ウェイトの設定が必須）

経営戦略からのカスケードダウン
による個人目標との紐づけ

ポイント①

ポイント②

ポイント③

ポイント⑤

ポイント④

定義書に照らした
明確な目標設定

個人の「やりたい」を引き出す＋経営戦略の実現度を高める
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評価の流れ

期初

年間
目標設定

部内の
目標共有

評価
絶対・相対

期末期中

※必要に応じた目標の見直し

1on1 ・・・
中間
評価

1on1 ・・・
フィード
バック

•成果創出に向けた
コミュニケーションを
重視

•誰が何を目指しているか、理解し合う
•健全なプレッシャーのある環境

•目標達成に向けた上長-部下
のコミュニケーション
（ビリーフスを軸とした対話）

•プロセスの簡素化
•タイムリーなフィードバックの
徹底



マスター タイトルの書式設定

４．成長支援施策について
（人材開発）



マスター タイトルの書式設定

30

Lion Corporation All right reserved

コアとなる２つの仕組み

評価報酬

等級

新人事制度 成長支援施策

プロ人材育成
（職群）

キャリア
自律支援

対象：ライオン（株）＋関係会社出向者
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職群
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職群とは・・・

より専門性が高い人材を獲得・育成するため、専門領域を明示したキャリアパスや専門領域別の育成
を実施していく枠組み

営業職群

マーケティング職群

人事・総務職群

研究職群

〇〇職群

〇〇職群

〇〇職群

〇〇職群

〇〇職群

1

3

2

4

6

7

8

9

5

ローテーションによる
ジェネラリスト育成

業務都合（欠員補充）の
キャリアパス

部所跨ぎの
異動・任用

新卒一括採用
（一部職種別）

プロフェッショナル育成

本人志向を尊重した
キャリアパス

専門性が近い部所間での
異動・任用

職群（職種）別採用による
自律性の高い人材獲得

職群導入による人材マネジメントの主な変更点 専門性を高める9つの職群

導入目的：社員のキャリアプラン・専門領域と仕事のマッチングを図り、個人と会社の成長を強化する
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職群人事の設定

部門別人事戦略（要員計画等）

部門特有の業務に必要なスキル等

の教育

部門所属員の労務管理

部門人事

本社人事

要員・人件費計画

経営人材育成

全社共通の人材開発、キャリア開発支援

採用活動

労務政策・労働組合対応

経営戦略実行にむけた
人事戦略の立案・実行機能

職群別のプロフェッショナル人材の
組織横断での育成と供給機能

部門別の人事戦略・要員計画立案・

人材管理機能

職群別人材育成、人材プール形成

（全社人材育成との連携を含む）

人材を育成するキャリアパス設計

人材供給計画策定

職群人事
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求める人材像の設定

ステップ Step1 Step2 Step3 Step4

（S１－２等級相当） （S3-4等級相当） （E1-2等級相当） （E3-4等級相当）

コンピテン
シー・
レベル

知識・スキル ○○○・△△△ ○○○・△△△ ○○○・△△△ ○○○・△△△

資格 MUST □□□ □□□ □□□ □□□

WANT ▽▽▽ ▽▽▽ ▽▽▽ ▽▽▽

経験・
キャリアパス
例

職群 SCM職群

人材タイプ ものづくり技術人材

人材像
（到達点）

ものづくり技術の高度化に向けて、プロセス、ユーティリティ、設備、デジタル等、幅広い技術での知見・経験を有し、一連の導入
を自分事化し、PJTを円滑に推進するため、リーダーシップを発揮して生産技術各部所を調整・牽引しながら、PJTや導入に係る
技術全体を統括する人材

部所 ／ ポスト 部所 ／ ポスト

部所 ／ ポスト 部所 ／ ポスト

部所 ／ ポスト

部所 ／ ポスト

部所 ／ ポスト

部所 ／ ポスト

部所 ／ ポスト 部所 ／ ポスト 部所 ／ ポスト 部所 ／ ポスト

各ステップの到達イメージ ／ 何ができる・どんな役割を担える人材になっているか 、を記載

コンピテンシー 点数

・・・ ・・・

・・・ ・・・

コンピテンシー 点数

・・・ ・・・

・・・ ・・・

コンピテンシー 点数

・・・ ・・・

・・・ ・・・

コンピテンシー 点数

・・・ ・・・

・・・ ・・・

中長期で事業計画の達成に必要となる人材像を

職群ごとに、複数設定
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キャリア自律支援
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チャレンジを後押し＆不安を軽減しながら

従業員のキャリア自律・キャリア実現をサポートするための体系に刷新

キャリア自律の実現のポイント

after

キャリアデザインサポート体制の進化

自分の成長度合いに合わせて選べる

エキスパート創出も含めた人材育成

before

キャリアデザインが描きにくい

階層別に区切られた学び

マネジメント能力向上を中心とした人
材育成

本部・部所ごとに分散化された
プログラム

それぞれのキャリアデザインに
適応したプログラム
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キャリア自律支援全体像

本日ご紹介
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お仕事図鑑 ※イメージ

ライオングループ お仕事図鑑

職群名称 人事・総務
特記事項（直接入力）

キャリアデザインを描くうえで、
特別な情報がある場合などこ
の欄に記載ください。

新卒採用、キャリア採用を担当している。

各職種別の採用を各〇名が担当する体制で推進。

広報活動の運営は主にS１～S4等級が担当。

・・・

会社名 ライオン（株）

本部名 なし

部所名 人材開発センター

職務名 採用担当

職務内容

■戦略策定
・要員計画に基づいて、採用コースや選考フロー/スケジュールを設定する
・求める人材の流入経路を把握し、採用予算を管理しながら外部の求人媒体や採用イベントの選定を行う
■広報
・外部の採用イベントで会社説明を行う
・学生の志望度醸成に向けた自社採用イベントを企画/開催する ・・・

高めておいてほしい
コンピテンシー
（GROW360）

領域 コンピテンシー コンピテンシーの詳細説明

認知 論理的思考 ・・・・・

認知 解決意向 ・・・・・

・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

身に着けておいてほしい
知識/資格および習得方法

-社内コンテンツ
（LCV・人材開発プログラム・
全社公開規定）

-社外コンテンツ
（講座/セミナー・書籍）

業務知識/資格

習得方法

社内 社外

LCV（推奨コンテンツ名称） 人材開発プログラム 全社公開規程 講座/セミナー等 書籍

MUST

多職種・業界採用動向 ○○○○○○○○ ○○○○○○○○ ○○○○○○○○ ○○○○○○○○ ○○○○○○○○

Webダイレクトマーケティング ○○○○○○○○ ○○○○○○○○ ○○○○○○○○ ○○○○○○○○ ○○○○○○○○

社内各部門業務内容の把握 ○○○○○○○○ ○○○○○○○○ ○○○○○○○○ ○○○○○○○○ ○○○○○○○○

△△△△△△△△△△△△ ○○○○○○○○ ○○○○○○○○ ○○○○○○○○ ○○○○○○○○ ○○○○○○○○

WANT

労働基準法 ○○○○○○○○ ○○○○○○○○ ○○○○○○○○ ○○○○○○○○ ○○○○○○○○

社内規程 ○○○○○○○○ ○○○○○○○○ ○○○○○○○○ ○○○○○○○○ ○○○○○○○○

□□□□□□□□□□□□ ○○○○○○○○ ○○○○○○○○ ○○○○○○○○ ○○○○○○○○ ○○○○○○○○

□□□□□□□□□□□□ ○○○○○○○○ ○○○○○○○○ ○○○○○○○○ ○○○○○○○○ ○○○○○○○○
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キャリアデザイン・サポート（CDS）

＜キャリア自律をサポート＞

・キャリアについての相談や社内外の情報提供

・年代別キャリアデザインセミナー：キャリアの設計や自己可能性の再発見を支援

・副業制度の活用：副業を従来の許可制から申告制に

キャリアコンサルタント面談
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ライオンキャリアビレッジ（LCV） 2019年導入

幅広い知識・知見を吸収し、
自ら考えて行動する人材

一人ひとりが自律的に成長するための学びの機会を作る

年齢や階層別に
会社が教える

多方面の知識・知見を
自ら学ぶ

WEBラーニング 視野の広さ 社内外の知識・知見を手に入れる

ケース講義 視座の高さ 状況に応じた意思決定の仕方を手に入れる

＋

セルフ・ディベロップメント・ファンド
（SDF)

自身の価値を高める力を手に入れる

＜LCVの構成＞
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関係性向上プログラム
職場の関係性への寄与度の高いタテの関係に着目

マネジメント者に向けて人のマネジメントのスキルアップを図る

人のマネジメントのアップデート

関係性のグッドサイクルを回すのに必要なのは心理的安全性＝本音が言える環境づくり

21年７月 24年１月

スタート 約6カ月の実践的PGM／1期120名程度／5期開催 新人事制度全社導入

合計約600名が受講

本部長、部長クラス マネジャークラス ・傾聴、内省、自己開示

・原体験・原動力への気づき

・ストーリーテリング 等

第1期 第5期第3期第2期 第4期
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最後に・・・

新人事制度

職務・役割の
見える化

 職務定義書、役割定義書
 お仕事図鑑

人材開発体系

人材の
見える化

 コンピテンシー
 経験
 専門性
 キャリア希望

個の成長による
組織力向上

働きがい
向上

関係性向上プログラム

個人

上長

等級 報酬

評価 キャリア
自律支援

異動 任用

マッチング

キャリア
イメージを描く

自己理解
の促進

個の特長
の蓄積

能力開発

マネジメント
スキル向上

自身の仕事と
経営の紐づけ

タレントマネジメントシステム

キャリア形成支援自律的学習
プラットフォーム

多面行動能力測定

(360度評価）
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